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クヌギの結実 とタネの形質について

橋詰隼人
*

昭和53年 8月 31日 受付

AcOrn ProductiOn and Seed Characteristics

in QttcTcttS αCaι Jss'陶α Carr.

Hayato HASHIZUMEネ

Acorn production was investigated in 46 and 47 years old oak(O/¢ %じ,応 αθ″チケSs,ηα)

stands planted in a line, and in addition,the characteristics of the seeds hrere studied

The number of acorns per tree was counted,and ran from 20 to 2,634,the average

being 589 1t was recognized that there was a positive correlation between diameter

breast height or D2H and the number of acorns per tree

Regarding seed quahty, it was found that 899` of the seeds were sound with

4% inseCt damaged, and 7% abortiVe. Seed quality varied lvidely 、vith individual

trees The mean values of nuts of 62 trees investigated覇 ′ere l.74cm in height, 1 88cm

in diameter,4 26g in fresh weight,3.99■ J in volume,and 0 93 in the ratio Of height

to dianneter,respectively, It M/as recognized that the size,weight,voluコ ne, and form

of nuts varied widely with trees and within a tree.

くの二つの林分で多量に結実しているのが見られたので ,
緒     言

着果状況を調査 し, さらにタネを採取 して形質を調べた

最近シイタケ原木の不足が大きな問題になっている。  ので報告する。
原木不足の原因は, シイタケ産業の発展によって原本の

調査林分と調査方法
需要量力湖 加したこと,林種転換によって広葉樹林が減

少し原木の生産量が少なくなったこと,山林所有者とシ  結実調査は,岡山県真庭郡ナ|1上村内の自髪と熊谷 (標

イタケ生産者とが必ずしも同じでないため原本の供給が 高約 600m)の 二つの林分で行った(写真 1)。 調査林分

うまく行かないことなどがあげられている。いずれにし は昭和 5年 および6年 に人工造林されたもので,昭和52

ても原木は将来ますます不足することが予想されるので, 年現在林齢46～ 47年である。この林は牧場周囲の杭木用

その対策として原木林を積極的に造成するよう施策を講  として並木状に植栽され,現在有刺鉄線がはられている

ずることが重要である。クスギはシイタケの原木として が,過去に数回地上1.5～ 2mの所で伐採 された形跡 が

最も優れた樹種で,旭 11地方ではかなり前から人工造林  あり,そ の部分がこ本状にふくれ,ま た幹が数本分かれ

が行われてきた。クヌギは一般にさし木が困難で, タネ 立っているものもある。平均樹高は8.2m(白 髪)～ 8.4

を採取して実生苗を養成し,人工造林を行わなければな m(熊 谷)(樹高の範囲は5.5～ 13.Om),平均胸高直径

らない。しかし, タネの採取は,適当な採種林がないと は14,髄m(白髪)～ 15.9cm(熊 谷)(胸高直径の範囲は

か,あ るいは幼齢林は結実量が少ないなどのことから必  8～ 3能m)である。

ずしも容易でなく,造林用のタネは現在不足している。   結実調査は白髪林分で13本 ,熊谷林分で50本 ,合計63

このような状況から,筆者はクヌギの結実に興味を持ち 本について行い,10月 下旬に個体別に果実をもぎ取 り着

研究を行ってきたが,1977年に′亀取大学蒜山演習林の近  果数を数えたが,梢頭部のもぎ取 りのできないものは双

*鳥取大学農学部林学科造林学研究室
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Photo 1 46_years old planted trees of Q ,ctl ιテssテ阿α used for the investigation of fruit

bearing

l～2:牧場の周囲に 1列 に植栽され、現在杭木用として有刺鉄線が張られている。
林齢46年。

3～4:幹が分岐して数本立っているものがある。過去に地上 2mぐ らいの所で幹が
伐られたのではないかと思われる。
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結 果 と 考 察

1.着 果調査

着果調査の結果は第 1表のと19・ りである。

Table l Acorn productiOn in 46^-47

trees of Q αc“
"ds'切
α

眼鏡で数を数えた。採種した果実は室内で風乾して堅果

をとりだし, タネの品質および形質を調査した。すなわ

ち,健全種子,虫害種子,発育不全種子の割合を調べ,
ついで無作為に個体別に50イ固タネを選出して,そ の大き

さ,重量および容積を1個ずつ測定した。さらに個体別

に樹冠中央部の葉を50枚採取して,そ の大きさるよび形

状を測定し, タネの形質との関係を調べた。
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果数は 白髪林分では平均219個 (20～ 688f国 ),熊谷林
分では平均685個 (59～ 2,634個 ),全体の平均着果数は
589個であった。1本当り着果数は,最低20個から最高2,

634個まで差があったが,10o～ 500個のものが最も多く

全体の36%,ついで100個以下のものが多く24%,1,000
～2,000個のものは30%,2,000個以上のものは10%で あ

った。

l旬高直径と着果数との関係およびD2Hと 着果数との関

係についてみると (第 1図～第 2図),いずれも正の相

関関係がみられ,前者の単純ォロ関係数はr=o.733, 後

者のそれはr=0.741であった。すなわち,胸高直径が大

きく,樹高の高い木は着果数が多い傾向がみられたっ

2.タ ネの品質および形質
タネ (堅果)の品質は,健全粒 (外見上健全なもの),

虫害粒 (昆虫によって食害されたもので,内部力浦敗し

たものを含む)および発育不全粒 (果皮力滑」裂したもの,
発育の特に不良なもの,虫害などにより奇形を呈したも

のなど)に分けて調査した (写真 2)。
タネの品質は個体によって差があった。健全粒の割合

は46～100%,平均88.9%,虫害粒のそれは0～18%,平

均4.4%,発育不全粒の割合は0～50%,平均 6.7%で あ

った。健全粒の頻度分布は」字型分布を,虫害粒と発育

―
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li堅果の最も大きな個体,白髪 1号。 2:堅果の最も小さい個体,熊谷34号。
3:堅果の大きさの不揃いな個体,自髪 4号。 4:堅果の大きさのよく揃った個体 ,
熊谷 8号。 5:堅果の形状比の小さい個体,白髪 3号。 6:堅果の形状比の大きい個
体,自 髪 2号。
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不全粒の頻度分布はL字型に近い分布を示 した (第 3図 )

Fig 3 Frequency distribution in percent Of

sOund seeds, insect― damaged seeds and
abortive seeds.

タネの大きさ,生重量,容積 4o・よび形】犬lヒは第2表の

通りで,62本の平均値は,高 さ1.74cm,直 径1,88cm,生

重量4.269,容積3.99m2,形 状比0,93であった。しかし,

個体によって大きさ,形状などに著しく差があり,例え

ば直径は1.30Calか ら2.38cmま で, 生重量は1.399 から7.

609ま で,容積は1.40mを から7.30mをまで個体問変異がみ

られた。すなわち,小 さなタネをつける個体,中位の大

きさのタネをつける個体,大 きなタネをつける個体など

があった (写真 2)。 またタネの形状比は0.78か ら1.06

まで差があり,やや扁平 /3・ タネをつけるイ団体,丸いタネ

をつける個体,やや縦に長いタネをつける個体などがあ

った (写真 2)。 しかし,これらの形質の頻度分布をみ

ると,中位のものが最も多かった (第 4図 )。
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Fig.4 1ndividual variatiOns in size, 、veight,

volume and form of nuts

各形質について個体間のバラツキの程度 を標準偏差 る

よび変異係数で比較すると (第 2表), タネの大きさより

Table 2 〆ヽariations in characters of nuts and
leaves in Q αc・どJs s 127Jα

Charaders     Average* Range静常∬憎r彿

Nut

Hcight (H)         (cm)

Diameter(D)        (cm)

H/D ratio

Fresh weight     (9)

Volume

Leaf length

Petiole length

Length Of leaf blade(L)(cnl)

Width Of leaf bladelW)(cm)

L/W rado

Number of leaf vein

Angle of leaf apex  (°
)

Fresh‖ eight     (0)

Dry weigllt     (9)

* Average of 62 trees

も生重量と容積でこれらの値が大きく,形状比で値が最

も小 さかった。すなわち,個体問変異はタネの大きさよ

りも重量および容積で著しいようである。

タネの大きさ,重量,形状比などは 1本の本の中でも

かなり大きな変異がみられた (第 5図 )。  各形質につ
いて個体内の変異係数を計算 してみると,直径の変異係
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Fig 5 Variations 、vithin individual in size,

weight and form of nuts

数は6～18%,平均■,6%,生重量のそれは18～ 43%,

平均31.6%,形状比のそれは4～ 9%,平 均 5。7%で あ
った。すなわち,変異係数が大きくタネの不揃いな個体 ,

変異係数カラトさく良く揃ったタネをつける個体などがみ

られた (写真 2)。

次にタネの形質問の相関関係を調べたところ, タネの

大きさと生重量との単糸tt目関係数はr=o.978,タ ネの大



クヌギの結実とタネの形質について

きさと容積との単純相関係数はr=o.929で,極めて高い

相関関係力竜
=め
られた。

3.タ ネの形質と葉の形質との相関関係

堅果の大きさと葉柄長,葉身長,葉身幅,葉脈数,葉
の先端角,葉の乾重量との相関関係, さらに堅果の生重

量と葉の乾重量,堅果の形州太lヒ と葉の形状比との相関関

係を調べたが,いずれの場合も相関係数の値は低く (r

=0,362以下),明 らかな相関関係は認められなかった。

ただ堅果の大きさと葉身幅との相関係数はr=0.362で ,

検定の結果5%の危険率で相関関係が認められた。
クヌギの着果るよびタネの形質に関する研究は極めて

少ない。田中
3～→
が7年生と17年生の林で調査した結果

によると,着果量は1本当り100個以内 (生重量で2009

以内)のものが多く,1001固以上着生 したものは少なか

った。しかし,17年生では最高800イ固程度着生 したもの

もある。また新谷
2)の
研究によると,ク ヌギの精英樹の

接木クローンは植栽後3年目ごろから着果を始め, 6年

目には1本当り平均80個着生したという。本調査の場合

は, 1本当り平均589個 , 多いものは2,000イ国以上着生し

既往の研究よりも着果数が多い。これは樹齢が高く, ま

た列状に植栽されて陽光を十分受けていることなどによ

るものと思われる。同時に調査した赤山演習林内の30～

50年生の閉鎖した林分では,着果量は非常に少なく, 1

本当り100個以下のようであった。クヌギの結実は同一地

方でも林分の耳犬態によって異なるようで,今後採種林の

施業にさいして結実の条件を十分石汗究する必要があるよ

うに思われる。

クスギのタネは個体によって大きさが著しく異なり,

また個体内変異も大きい。田中
3-0の
調査によると,個

体平均値で0.39と いう極めて小形のタネをつけるものか

ら89と いう大形のタネをつけるものまであるという。

本調査でも,1.49か ら7.69ま で個体変異力ち られた。

白髪1号 は個体平均値カヤ.69で,徊の調査木の中で最
もタネが大きく, 1個 力■09以上のタネもみられ,最大

は13.59であった。しかし,熊谷34号 は 個体平均値が

1.49で タネが最も小さく,不良種子が非常に多かった。

タネの大きさと苗木の生育とは密接な関係があり,大分

県林業試験場の研究
1)に
よると,大形種子は小形種子よ

りも苗木の生長が良いという。しかし,苗木H寺代は別と

して,大 きなタネをつける木の子供が人工造林後いつま

でも生長が良いとはいえないと思う。本調査本について

タネの大きさと胸高直径あるいはD2Hと の相関関係を調

べたが,無相関であった。クヌギの育種に際しては, ま

ず採種園あるいは採種林を設定してタネを計画的に生産

すること, さらに長期の遺伝試験を実施して特性を調べ

ること力澄要であると考える。

絡    括

列状に植栽された46～ 47年生クヌギ林で結実量を調査

し, さらにタネを個体別に採種して形質を調べた。調査

結果は次の如くである。

1.1本当り着果数は20～ 2,6艶個,平均589個で,100
～500個のものが最も多かった。胸高直径あるいはD2Hと

着果敷との間に正の相関関係がみられ,胸高直径が大き

く樹高の高い木は着果数が多い傾向がみられた。

2.タ ネの品質は,健全粒が平均89%,虫害粒が4%,

発育不全粒が7%であった。タネの品質は個体によって

著しく異なり,健全粒の割合は46%か ら100%ま で差 が

あった。

3.タ ネの形質は,個体平均値で高さカミ,74cm,直径
力注.88cm,生重量力望.269,容積力渇.99mを ,形状比力Ю.93

であった。タネの形質は個体によって著しく異なり,小

さなタネをつける個体,中位のタネをつける個体,大 き

なタネをつける個体,やや扁平なタネをつける個体,丸
いタネをつける個体,やや縦に長いタネをつける個体な

どがみられた。タネの生重量は,個体平均値で 1.49か

ら7.69ま で差があった。タネの大きさ,重量,形I是ヒなど

は1本の本の中でもかなり大きな変異がみられ,よ く揃

ったタネをつけるイ固俗と不揃いなタネをつけるイ団体とが

みられた。
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